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令和 6 年度  第 4 回理事会 議事録 

日時  令和 7年 3月 27日（木）  17：30～19：15 

場所  Ｚｏｏｍによる Weｂ会議 

出席    

理事 植木 哲也 鈴木 貴志 夛田 耕一 石井 敦 石塚 毅彦 小笠原智子 宇野 惠  

髙橋 瑠美 金子 章江 丸川 明穂 齋藤 朋子 奥山 馨 三部美穂子 渡部 冬虹  

石塚 玲子  

   

監事 菊池 功祐 伊藤千代子  鈴木めぐみ 

議長 植木 哲也 

書記 三部美穂子 髙橋 瑠美 

欠席（委任）加藤 裕之 阿部 智哉 菅野 真紀 伊豆野良太 髙橋 佳代 荒生 聖子 

 

議事 

本理事会は、理事 21名のうち 15 名が出席であり、定款第 33条に基づき理事会における議決が成立す

ることが確認されたのち、議事に入った。 

 

○ 報告 

１．会長報告／日臨技・北日本支部 

・3/22(土)日臨技第 6 回理事会に出席。令和７年度の予算案を承認した。予算編成の目玉として現

在紙媒体で発行している医学検査と JAMT マガジンを 2026 年１月からデジタルブックに様式変更

する。紙代、印刷代、郵送代の高騰対策として行い、年間 9000 万円の利益を見込んでいる。同様

に予算削減について、理事会の会議の形態を変更する予定。具体的に年７回の理事会のうち２回

を Web、３回を日臨技会館、・・・旅費、交通費、会場費を圧縮する予算だてを行う。生涯教育の

見直し、eラーニングの見直しに着手するための WG を立ち上げた。 

また JAMT アプリを開発中であり、具体的に会員証のデジタル化、安否確認のプッシュアウト型を

使用可能にする。詳細については６月の定期総会ではかり、承認を得る予定。 

・技師連盟の報告 ７月の参院選選挙に中田さん（前横浜市長）、アゼモトさん（放射線技師会）の

２名を日臨技として支援することが決定した。また活動として連盟の加入率のアップを目指し、

現在の 1400 口から 7000 口まで増やしていきたい。組織内議員として４年後の参院選に現職の臨

床検査技師の中から参院選出馬を目指すため、働きかけをしている。 

・北日本支部報告 2/22（土）北日本支部幹事会（仙台市）に出席。第 12回の北日本支部医学検査

学会の一般演題の中から学会学術賞、若人奨励賞を採択した。開催地の確認を行い、2025 年 11 月

15、16 日新潟県担当、会場が朱鷺メッセ新潟、メインテーマ「基～強く、そしてしなやかに～」

となっている。2026 年は秋田県担当、2027 年山形県担当になった。2026 年の秋田開催時に実行

委員会を組織し、下見に入る予定。 

 

２．各地区（村山／庄内・最上／置賜） 

   村山：表彰対象者の選考を各施設にお願いしている。現在、済生病院から２名の推薦をいただい 

ている。 

   庄内・最上：功労賞２名選出。2/15 地区研修会を開催。次回 6/14 地区研修会を第一ホテル鶴岡で

開催予定。 
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置賜：2/22 今年度初めての置賜地区研修会を開催し、無事終了した。 

 

 

３．各部（庶務／会計／学術／企画） 

   庶務部：公益法人等に対する法人市民税の手続きについて 

       技師会は収益事業を行っていないので、減免申請・法人市民税の申告・均等割額の納付 

が不要となる。７年度以降は手続きいらない。代表者や所在地等の異動があった場合は、 

「法人設立・異動等申告書」の提出が必要になる。 

   会計部：入金状況報告  

昨年 12 月で会員 642 名の会費の入金を確認した。賛助会員については、一社分未納。再 

度、案内文を送り入金していただく予定。 

山臨技のみの会員については、９名中１名入金済み。８名の方は今年度退会の可能性も 

あり、事務所に未処理の届け出ある可能性もあるので、事務所の東海林さんに確認する。 

学術部：部門研修会の報告 

2/1  血液部門研修会 19 名参加 

    2/15  一般検査部門研修会 31 名参加 

染色体・遺伝子検査部門研修会 24 名参加 

生理検査部門研修会 75 名参加 

    5/24 令和 7年度 部門長分野長合同会議予定。 

 

企画部：検査と健康展について 

    協賛金を 3団体に振り込んだ。 

① 山形県臨床細胞学会→使途は不明。 

② 山形県公衆衛生学会→公衆衛生学会のチラシに協賛団体として載せてもらった。 

③ 子宮頸がんを考える市民の会→市民の会の HP に引き続き当会の HP へのリンクを貼 

ってもらった。 

① については連絡をとり速やかに対応できたが、②、③については連絡きてから対応す 

るように前任者から申し送りがあったため、振込が遅くなってしまった。次年度はこち

らから連絡をとり早めに対応したい。 

会場費について 

令和６年度会計報告済み 支出 623，540 円       （会場費 220，000 円） 

前年度  令和５年度  支出 257，969 円 △365，571 円（会場費      0 円） 

前々年度 令和４年度  支出 389，098 円 △234，442 円（会場費   5，000 円） 

     例年、全国「検査と健康展」は日臨技から 500,000 円の助成金をいただいており、すべ 

て使用したと報告を返している。今年度は会場費の支出が多かったので来年度はもう少 

し抑えて、他のやり方を検討したい。 

 

４．各委員会（生涯教育／精度管理・データ標準化／「山形医学検査」編集／ホームページ） 

   生涯教育：学術の方から報告があった研修会について、生涯教育の申請は完了している。 

        庄内・最上地区の研修会、置賜地区研修会、精度管理報告会の 161 名の生涯教育登録 

も完了している。 
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   精度管理・データ標準化：来年度委員長に山大菅野理事の承諾得られた。 

 

編集委員会：2/28 今年度最終号を発行した。今回、論文の投稿があり掲載するにあたり共同発表 

者に医師が含まれていた。投稿規定により入会資格を有しない共同発表者については

理事会で決定することから、業務執行理事会において承認された。2月発行の最新号に

掲載された。 

来年度も、印刷業者は大風印刷でよいか。コスト面でも事務所からの発送より安価。 

事務員の負担や発送までの期間など考えても、大風印刷にお願いするのが良いと思う。 

今後も大風印刷にお願いしたいので、理事会で承認していただきたい。賛成多数によ

り決定。 

 

ホームページ：ＨＰリニューアルに向けて業者選考中。来年度から管理をお願いする予定。 

 

５．その他 

   ・令和 6 年度 第 2 回村山 AMR（薬剤耐性）等対策ネットワーク会議に微生物部門長の鈴木裕部

門長に出席していただいた。議事録いただき参加した旨、報告あった。 

   ・第 52 回定期総会議案書の作成を担当理事の方にメールでお願いしている。期限は 4/7 まで。 

    誠文堂印刷にお願いしたいと思っている。その場合、議案書を封筒に入れて郵送することにな

る。誠文堂印刷に発送もお願いすることはできないのか？庶務部長と事務の東海林さんとで協

力してできれば可能。 

○議題 

１． 生物化学分析部門の部門長輪番制に移行する案について 

    山形県の９病院から１名ずつ分野員選出をお願いした。概ね、了承得たが来年度担当病院が難 

航示している状況。対策案としては、①来年度一年間は前分野員４名を中心に協力して行う方 

向で考えている。負担軽減のため、グリコ Hb は中止とする。②９名の分野員に集まって頂き、 

回り順を公正に決めていただく。 

来年度、夛田地区長を中心に次世代人材育成プロジェクト WG の立ち上げを検討している。 

２． 精度管理委員会委員長互選の件完了。 

菅野理事が委員長就任で了承。 

３． 役員推薦委員が改選時期の件 

  令和７年度総会時に改選、現委員の武田和子さんが退職により、後任に河北病院金子技師長に 

お願いした。さらに寒河江市立病院の安孫子浩さんも退職にするため、後任を打診中。 

４． 総会に向けて功労賞、奨励賞候補者の拾い上げ 

５． コピー機のリース契約更新について 

  メコムによるリース継続で承認された。 

６． 研修会等に関して、会費の事前支払いができる仕組みを構築できないか 

  （他県において、【イベント Pay】を採用しているところがある） 

   現金管理の省略を目的としている。１契約１口座必要。契約に関して承認得た。 

   学術部で一括管理がしたい。→承認得た 

７． 部門で使う講座を開設できないか 

  イベント Pay を進めてから検討する 

８． PHC ホールディングスより精度管理事業への参加希望→承認された 

９． 業者による精度管理報告会への参加希望→承認された 
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１０.令和 7 年度 AMR 対策会議出席報告（微生物部門長）について 

１１.公益法人等に対する法人市民税の手続きについて 

１２.その他 

    ・庶務担当の加藤地区長を中心に適正な予算建てを行う WGの立ち上げ 

    ・企画担当の鈴木地区長を中心としたタスク・シェア研修会、連絡ツール、災害協定などの WG 

の立ち上げ 

    ・山臨技 LINE 公式アカウント開設の提案 

     メリット・・・情報発信を会員個々人に直接できる 

          （研修会、行事のお知らせ、学会の演題募集、検査と健康展の実務委員募集など） 

     デメリット・・・管理する人が必要になる（ホームページ委員か？） 

             フォローしていない人にはメッセージは届かない。 

             ０円プランもあるが、料金が発生するプランもある。 

    ・災害協定について 

10 都道府県で災害協定締結が終了している。山形県でも協定締結に向けた連絡を担当部署で

ある山形県健康福祉部に連絡した。 

 

○連絡事項・その他 

    ・9/7（日）タスクシフト・シェア研修会 なるべく多くの方に参加していただきたい。 

実技受講可能者 53名。50 名に達しないと中止になる。 

 

・次回理事会（令和 7年度 第 1回） 

令和 7年度 4月 


